
「とちぎ教育ビジョン（2026 - 2030）（案）」に対する意見募集を行った結果、７名
の方から計12件の御意見を頂きました。貴重な御意見ありがとうございました。 

提出された御意見を十分検討の上、それに対する県の考え方を次のとおりまとめまし
た。 

項 目 意 見 の 内 容 意 見 に 対 す る 考 え 方 

計画全体 とちぎ教育ビジョン」は、基本理念や

目標、施策が整理されていて、QRコー

ドや数値目標の提示など、全体的にわ

かりやすいと感じます。 

「総論」の「１基本理念」の４ペ

ージ中段に記載したとおり、本基

本理念の実現に向け、引き続きと

ちぎの教育の充実を図って参りま

す。 

計画全体 子どもたちの未来を見据えた方向性が

示されており、教育委員会にはしっか

り舵取りをお願いしたいです。ただし、

どんなに素晴らしい計画でも、実際に

成果を出すためには、 

検証・評価・改善を継続することが重

要です。 

「総論」の「４進行管理」（１ペ

ージ）に記載したとおり、計画推

進にあたっては、外部有識者の意

見も活用しながら毎年点検及び評

価を行い、必要な改善等を図って

参ります。 

表紙 表紙は令和7年11月となっています

が、パブコメが終わった後の公表であ

ることから、ここは令和8年〇月に変

更ということでよろしいですか。 

表紙の「令和７年11月」の記載

は、パブリック・コメントの実施

月を記載しました。公表時に策定

月に修正いたします。 

推進指標 教育ビジョンの推進指標は、進捗を把

握し、評価し、改善につなげるために

大切な数字だと思います。しかし、数

字だけでは測れない部分があること

や、表示された数値が、必ずしも実態

と一致するとは限らないことに注意が

必要です。 

指標の達成だけを目指すのではなく、

数字に表れない部分も大切にして、子

どもたちを教育してほしいと思いま

す。 

御指摘の通り、設定できる推進指

標には限りがあるため、本教育ビジ

ョンにおいて設定した指標の数字

だけで測れない部分がございます。 

本教育ビジョンの進捗について、

点検及び評価を実施して参ります

が、設定した指標の数値のみをも

って成果や課題を捉えるのではな

く、例えば県が実施したイベント

に参加した子どもたちの声や、県

の事業に取り組む教職員の声など

も丁寧に聞きながら、事業の実効

性が高まるよう改善を図って参り

ます。 

総論 3ページ目下段 STEAM教育について注

釈がありません。SCやSSWについて注

釈をしているのであれば、STEAM教育

も欄外への注釈は必要かと思います。 

STEAM教育についての注釈を追記い

たします。 

基本施策６ 探究的な学びの場面は、情報活用能力

を発揮する場面です。しかし、授業で

のICT活用（生成AIを含む）は遅れて

います。学校や先生によって差もあり

ます。そのため、ICTを有効に使える

環境を整えるとともに、総合的な学習

（探究）の時間を中心に、各教科でも

探究的な学びを進めることが必要で

す。 

基本施策９に掲げた「デジタル人

材の育成に向けた教育の充実」や

「デジタル学習基盤を効果的に活

用した授業等の充実」（24ペー

ジ）と、基本施策６に掲げた「質

の高い探究的な学びの充実」（19

ページ）を関連付けながら一体的

に推進し、探究的な学びの質の向

上に取り組んで参ります。 

基本施策６ 全国調査によると、探究的な学びをし

ている児童生徒は、 

・自分で考えて課題解決に取り組

む割合 

・学んだことを次の学習や生活に

生かす割合 

・自分の考えをまとめる活動をし

基本施策６に記載した「質の高い

探究的な学びの充実」（19ペー

ジ）、基本施策８に記載した、｢地

域の魅力や課題等について探究す

る学習の推進｣（23ページ）などに

より、学ぶ意味、社会やキャリア

とのつながりを意識した実践的な



ている割合 

・学び方を工夫できる割合 

・教科の勉強が好きな割合 

・地域をよくするために何かした

いと思う割合 

が高い傾向にあります。こうした学び

を取り入れることで、子どもが主体的

に問題解決に取り組む力を伸ばしてほ

しいと思います。 

学習や地域の課題について探究す

る学習を推進し、主体的に問題解

決に取り組む力を育んで参りま

す。 

基本施策６ 日本財団が不登校又は不登校傾向にあ

るこどもを対象に実施した調査では、

不登校又は不登校傾向にあるこどもに

とっての「学びたい場所」として、「自

分の好きなこと、追求したいこと、知

りたいことを突き詰めることができ

る」を選んだ回答者が半数を超える結

果となっております。 

このことを踏まえると、「質の高い探

究的な学び」の授業実践により、結果

として、その取組が不登校対策にもつ

ながる可能性があるかもしれません。 

基本施策２に記載した「学業指導

の充実」（９ページ）の「達成感

を味わえる授業づくり」の一つと

して、探究的な学びも活用して、

児童生徒の自己有用感を育み、基

本施策３の「(2) 不登校の未然防

止に向けた取組の充実」（12ペー

ジ）に記載した、「全ての児童生

徒にとって居心地のよい学校・学

級の雰囲気づくり」の実現につな

げて参ります。 

基本施策６ 上段囲み部分の説明文について、前半

に書かれた「自分のよさや可能性を認

識」や「あらゆる他者を価値ある存在

として尊重」の部分が、「持続可能な

社会の創り手として学び続ける人材を

育成」することにどのようにつながる

のかわかりにくい印象があります。 

 

基本施策６（19ページ）の各施策

により、児童生徒が課題の解決に

向けて、地域の人々や大学・企業

と連携・協働した探究に取り組む

中で、自分のよさや可能性に気付

き、学んだことが自信につながる

ようにしていきたいと考えており

ます。こうした経験を通して、児

童生徒が現在及び将来の自己の在

り方や生き方について考え、他者

と協働して、よりよい社会を実現

しようとする意欲を高め、「持続

可能な社会の創り手」として必要

な力を育んでいけるよう取り組ん

で参ります。 

基本施策８ 基本施策のタイトルや上段の囲み部分

の説明文では「ふるさとや日本の自然

・歴史・文化を学ぶ機会や、生涯にわ

たる学びの機会を充実させる」の順で

書かれていますので、「主な取組」

(1) (2) の順序を入れ替え、「(1) ふ

るさとを学ぶ機会の充実」「(2) 生涯

にわたり学び続ける機会の充実」とし

た方が自然だと思いました。 

御指摘のとおり修正いたします。 

基本施策８ ビジョン自体には異論はありませんが

、「参考資料」にある「子どもの意見

聴取結果」を見て、学校で力を入れて

ほしいこととして「文化・芸術」に関

する項目が子どもも保護者も低い数値

でした。これは、社会が目先の「学力

」を重視しすぎている現状を反映して

いるように思います。 

「不確実な時代」において豊かな人生

を送るためには文化・芸術は欠かせな

基本施策８に記載した「文化芸術

や文化財に触れる機会の充実」（20

ページ）において、児童生徒を含め、

県民が気軽に文化芸術に触れる機

会の充実に取り組むことで、基本施

策５に記載した「豊かな心を育む教

育の充実」にもつなげて参ります。 

 



いと思います。数値の高い項目に注目

して施策を決めることは重要ですが、

数値が低くても注目すべき課題があり

ますので、見落とさないでほしいで

す。 

基本施策９ ICTを有効活用するにあたり、 

・児童生徒がICT（生成AIを含む）

を活用する頻度やタイミング等

の検討 

・児童生徒や教職員が安心して

ICT（生成AIを含む）を使えるよ

う、分かりやすいガイドライン

等の作成 

などが今後の課題として考えられま

す。御検討ください。 

基本施策９（24ページ）の「教員

のICT活用指導力の向上」に記載し

た「デジタル学習基盤を活用した

質の高い学びの実現」に向けて、

ガイドラインを含めた指導資料の

充実や教員研修の充実、セキュリ

ティポリシーの周知徹底などに取

り組み、児童生徒、教員ともにICT

の効果的な活用を図って参りま

す。 
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